
　

２
月
10
日（
金
）
医
療
福
祉
生

協
の
「
２
０
２
３
年
方
針
討
論
集

会
」が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、

九
州
沖
縄
地
区
８
生
協
か
ら
５
７

名
、
奄
美
医
療
生
協
か
ら
11
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
メ
イ
ン
テ
ー
マ

を
「
誰
も
が
健
康
で
居
心
地
よ
く

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑

戦
」
と
し
、
サ
ブ
テ
ー
マ
を
◆
１

人
ひ
と
り
の
「
健
康
観
」
を
大
切

に
み
ん
な
の
願
い
を
実
現
す
る
事

業
と
運
動
を
創
造
し
よ
う
。
◆
気

候
危
機
を
防
ぎ
、
持
続
可
能
な
社

会
・
平
和
な
社
会
を
目
指
し
て
行

動
し
よ
う
。
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
重
点
課
題
に
◆
す
べ
て
の

人
に
健
康
と
安
心
を
届
け
る
健
康

づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
へ
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
し
ま
す
。
◆
「
総
合
力
と

連
携
」
の
視
点
で
組
合
員
や
地
域

か
ら
求
め
ら
れ
る
事
業
強
化
と
見

直
し
を
進
め
、
持
続
可
能
な
事
業

を
と
も
に
つ
く
り
ま
す
。
◆
「
医

療
福
祉
生
協
の
２
０
３
０
年
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
実
践
を
通
し
て
、
１

人
ひ
と
り
の
「
健
康
観
」
を
大
切

に
す
る
人

づ
く
り
を

す
す
め
ま

す
。
④
い

の
ち
を
脅

か
す
気
候
危
機
、
く
ら
し
を
と
り

ま
く
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
幅
広

く
学
び
、
誰
１
人
取
り
残
さ
れ

な
い
社
会
を
目
指
し
て
行
動
し

ま
す
。
を
掲
げ
、
具
体
的
な
取
り

組
み
と
し
て
◆
世
代
や
組
合
員
の

枠
を
超
え
て
、
楽
し
い
活
動
や
や

り
が
い
・
生
き
が
い
に
つ
な
が
る

活
動
を
と
も
に
作
り
参
加
す
る
組

合
員
と
多
彩
や
班
会
を
増
や
し
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
の
健
康
を
と
り

ま
す
環
境
す
べ
て
を
健
康
に
す
る

事
を
目
指
し
た
「
医
療
福
祉
生
協

の
地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
」

と
し
て
地
域
へ
広
げ
ま
す
。

◆
そ
れ
ぞ
れ
の
生
協
の
２
０
３
０

　

年
ビ
ジ
ョ
ン
・
中
長
期
計
画
を

　

多
く
の
組
合
員
と
共
有
し
、
組

　

合
員
参
加
の
事
業
運
営
・
経
営

　

改
善
を
目
指
し
ま
す
。

◆
「
２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
、
い

　

の
ち
の
章
典
」
の
実
践
を
通
し

　

て
、
一
人
ひ
と
り
の
多
様
性
の

　

あ
る
健
康
観
を
大
切
に
す
る

　
「
医
療
福
祉
生
協
の
人
づ
く
り
」

　

を
す
す
め
ま
す
。

◆
気
候
危
機
問
題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

問
題
、
私
た
ち
の
生
活
ス
タ
イ

　

ル
や
経
済
の
あ
り
方
な
ど
に
つ

　

い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
か
ら
考

　

え
行
動
し
ま
す
。
医
療
・
介
護

　

な
ど
の
事
業
か
ら
排
出
さ
れ
る

　

温
室
効
果
ガ
ス
に
つ
い
て
学

　

び
、
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み

　

を
進
め
ま
す
。

　

方
針
提
案
の
後
単
協
報
告
と
し

て
、
奄
美
医
療
生
協
か
ら
「
南
大

島
区 

秋
の
生
協
強
化
月
間
の
取

り
組
み
と
今
後
の
課
題
」
に
つ
い

て
地
域
支
援
部
福
田
さ
ん
よ
り
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

〝 

朝
か
つ 

〟
の
ス
ス
メ

　

組
合
員
の
み
な
さ
ん
、

春
の
お
と
ず
れ
を
感
じ

る
こ
の
時
期
。
休
日
の

朝
、
少
し
早
起
き
を
し

て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
も

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
私

の
休
日
の
ル
ー
テ
ィ
ン
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
５
時
起

床
。
音
楽
を
聞
き
な
が
ら

身
支
度
し
自
宅
を
出
発
。

朝
日
を
あ
び
、
大
き
く
深

呼
吸
。
名
瀬
港
か
ら
徳
之

島
へ
む
け
て
出
港
す
る
勇

壮
な
フ
ェ
リ
ー
を
見
て
前

向
き
な
気
分
に
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
チ
ャ
ー
ジ
！
日
常
の

難
儀
（
家
事
や
多
忙
な
業

務
）
か
ら
開
放
さ
れ
る
貴

重
な
時
間
で
す
。
か
な
り

い
い
気
分
・
・
・

　

あ
ま
く
ま
に
痛
み
が
な

い
方
、〝
朝
か
つ
〟
し
ま

せ
ん
か
？
一
度
お
試
し
下

さ
い
。

　
　

奄
美
中
央
病
院

良
山　

朋
子

（1） 2023 年 4 月 1 日発行 4 月号  No.208健康をつくる。平和をつくる。いのち輝く社会をつくる。

お元気ですか
発　行　者

奄美医療生活協同組合
鹿児島県奄美市名瀬長浜町8-7

電話0997-52-0585
FAX 0997-52-8881

奄美医療生協NEWS

２面
・組合員活動報告
３面
・くらしに役立つ
　制度のはなし
４面
・事業所のご案内
５面
・事業所だより
６面
・各事業所利用者
　の意見と対応
７面
・フレイル・オー
　ラルフレイル
　予防について
８面
・ゆいちゃんがいく
・読者だより
・お元気ですかクイズ
・理事会だより

奄美医療生協の仲間と出資（2023 年 1 月末現在）　　●組合員数 23,279 人　　●出資金 405,567,535 円　　●班数 159 班

誰もが健康で居心地よく暮らせるまちづくりへの挑戦
医療福祉生協の「２０２３年方針討論集会」が開催されました。

よ
ー
り

　
よ
～
り
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行
動
制
限
緩
和
と
な
り
、
久
し
ぶ
り
に
各
支

部
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
企
画
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
龍
郷
支
部
、
笠
利
支
部
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

２
月
４
日（
土
）龍
郷
支
部
で
は
、
龍
郷
町
自

然
観
察
の
森
で
の
花
見
会
を
組
合
員
５
名
、
職

員
２
名
の
参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。
桜
と
合
わ

せ
て
、
新
た
に
整
備
さ
れ
た
道
路
か
ら
展
望
で

き
る
エ
メ
ラ
ル
ド
ブ
ル
ー
の
龍
郷
湾
の
美
し
さ

に
、
皆
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

笠
利
支
部
は
２
月
11
日（
土
）に
、
組
合
員
22

名
、
職
員
１
名
の
参
加
で
花
見
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

今
は
、
花
見
の
名
所
と
知
ら
れ
る
崎
原
道
路

沿
い
の
圧
巻
の
桜
を
鑑
賞
し
、
そ
の
後
山
羊
島

ホ
テ
ル
で
ラ
ン
チ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

組合員活動紹介
龍
郷
支
部
・
笠
利
支
部
　
待
ち
に
ま
っ
た
支
部
レ
ク
解
禁

徳
南
支
部
・
徳
北
支
部
　
お
花
見
会

　

２
月
11
日（
日
）
節
子
集
落
「
盛
農
園
」
に
て
組

合
員
11
名
、
職
員
１
名
の
参
加
で
「
お
花
見
会
」
を

開
催
し
一
足
早
い
春
を
満
喫
し
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　

農
園
ま
で
の
桜
並
木
を
観
察
し
た
後
、園
内
で「
あ

ま
ー
い
タ
ン
カ
ン
」
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

昼
食
は
公
民
館
へ
移
動
し
「
ボ
ケ
な
い
小
唄
」
な

ど
を
歌
い
楽
し
み
ま
し
た
。
最
後
は
山
郷
支
部
盛
理

事
よ
り
「
こ
れ
ま
で
の
活
動
取
り
組
み
」
に
つ
い
て

振
り
返
り
報
告
が
あ
り
、
改
め
て
今
後
の
支
部
活
動

に
つ
い
て
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
今
年
は
良
い
花
見
会
が
で
き
た
。
来
年
も
是
非

参
加
し
た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

山
郷
支
部　

農
園
お
花
見
会

　

２
月
４
日（
土
）、
徳
南
支
部
で
は
運
営
委
員
会
終

了
後
に
徳
和
瀬
運
動
公
園
で
、
組
合
員
さ
ん
26
名
、

職
員
３
名
の
参
加
で
お
花
見
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

公
園
内
を
散
策
後
、
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
み
ん
な

で
交
流
し
ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
満
開
の
桜
を
見

る
こ
と
が
で
き
楽
し
い
お
花
見
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

翌
５
日（
日
）、
徳
北

支
部
も
手
々
神
社
を
会

場
に
組
合
員
さ
ん
９

名
、
職
員
３
名
の
参
加

で
お
花
見
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
桜
の
下
で
健

康
チ
ェ
ッ
ク
や
お
楽
し

み
抽
選
会
、
組
合
員
さ

ん
の
演
奏
す
る
ギ
タ
ー

に
合
わ
せ
て
歌
を
唄
い

交
流
を
図
り
ま
し
た
。

晴
天
の
中
楽
し
い
お
花

見
会
と
な
り
ま
し
た
。

★班会レポートを募集しております（取材の依頼も受け付けております）。詳しくは奄美医療生協・本部まで ☎ 52-0585
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くらしに役立つ制度のはなし

奄美中央病院
社会福祉士
柳　佑多郎

■ 傷病手当について②
（前回のあらすじ）

　趣味で相撲をしているＹさん。練習中に大きな怪我をしてしまいました。ある

日、病院の相談員より「傷病手当」の説明を受けました。

　「傷病手当」が支給される要件は、主に下記の 4 つです。

① 業務外の事由による病気や怪我の療養のための休業であること
　健康保険給付として受ける療養に限らず、自費で診療を受けた場合でも、仕事に就くことができ

ないことについての証明があるときは支給対象となります。また、自宅療養の期間についても支給

対象となります。仕事での怪我や病気、通勤時の怪我等については、労災保険の給付対象になりま

すので、傷病手当の対象にはなりません。また、美容整形手術での休みも対象外になります。

② 仕事に就くことができないこと
　仕事に就くことができない状態の判定は、療養担当者の意見等を基に、被保険者の仕事の内容を

考慮して判断されます。Ｙさんの場合は、Ｙさんを診ている病院の先生に「傷病手当」の書類を記

載してもらう必要があります。

③ 連続する 3日間を含み 4日以上仕事につけなかったこと
　業務外の事由による病気やケガの療養のため仕事を休んだ日から連続して 3 日間の待期期間の

後、4 日目以降の仕事に就けなかった日に対して支給されます。下記の出勤例だと、Ａ氏は金曜日

と土曜日に仕事を休み、日曜日から出勤しているので傷病手当の対象にはなりません。Ｂ氏は、月

曜日から水曜日まで 3 日間休んでいますので、待機期間が成立します。金曜日以降から傷病手当の

支給対象になります。Ｃ氏は木曜日から土曜日まで休んでいるので、日曜日以降から支給対象にな

ります。

　※下記の赤字が待機期間。下記青字が支給対象日になります。

④ 休業した期間について給与の支払いがないこと
　原則、給与が支払われている間は、傷病手当金は支給されません。ただし、給与の支払いがあっ

ても、傷病手当金の額よりも少ない場合は、その差額が支給されます。任意継続被保険者である期

間中に発生した病気・ケガについては、傷病手当金は支給されません。

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

Ａ 氏 出 勤 出 勤 休 み 出 勤 休 み 休 み 出 勤

Ｂ 氏 休 み 休 み 休 み 出 勤 休 み 休 み 休 み

Ｃ 氏 休 み 休 み 出 勤 休 み 休 み 休 み 休 み
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受付 診察 月 火 水 木 金 土 日

午
　
前

月曜

～

日曜

7:30

～

12:00

月曜

～

日曜

8:45

～

12:30

内
科

第 1 診察室
（一般外来） 交替制 交替制 交替制 交替制 交替制 交替制 交替制

第 2 診察室
（予約制）

川畑
（循環器）

酒本
（消化器）

福﨑
（循環器）

福﨑
（循環器）

川畑
（循環器）

 川畑
②③④⑤週

（循環器）
－

第 3 診察室
（予約制）

交替制
（生活習慣病）

堀
（呼吸器）

堀
（呼吸器）

堀
（呼吸器）

佐藤
（生活習慣病）

①③週 佐々木
（生活習慣病） －

第 5 診察室
（予約制） － － － 平元

（生活習慣病）
①②③⑤週

土屋（糖尿病） － －

多目的室 － － － － － － －

第 6 診察室 土屋
（糖尿病）

土屋
（糖尿病）

土屋
（糖尿病）

④週
佐伯（腎臓）

④週
佐伯（腎臓）

③週小川（乳腺）
④週佐伯（腎臓） －

小児科 交替制 交替制 交替制 交替制 交替制
④週 森田

交替制
④週 森田 －

午
　
後

月曜

～

金曜
15:00

～

18:30

土曜
13:00

～

16:30

月曜

～

金曜
16:00

～

19:00

土曜
14:00

～

17:00

内
科

予約外来
診療 16:00 ～ 19:00

－
堀

17:00 ～19:00

糖尿病外来

①②週 土屋 －
腎臓外来

④週 佐伯 － －

1 診（一般外来）
診療 16:00 ～ 19:00

交替制 交替制 交替制 交替制 交替制 交替制 －

小児科
 受付 16:00 ～ 18:30
 診察 17:00 ～ 19:00

交替制 － － －
交替制

④週 森田 － －

奄美中央病院・デイケアひまわり

南大島診療所　☎ 0997-72-0107   休診日：土曜、日曜、月曜、火曜・水曜の午後

徳之島診療所・デイケアにじ  ☎ 0997-83-2131 休診日：日曜、月曜・水曜・金曜・土曜の午後

月 火 水 木 金 土

午
前
診
療

受付 9:00 ～ 12:00

診療 9:30 ～ 12:00

一般
外来 福﨑 福﨑 吉俣 吉俣 福﨑 休診

専門
外来 － － － ③週

糖尿病 － ②週 循環器

午
後 訪問診察 ②④週

訪問診察
①③週

訪問診察
②④週

訪問診察 － －
午後休診

夕
診

受付 16:30 ～ 18:00

診療 17:00 ～ 18:00

一般
外来 － － － 吉俣 福﨑

小児予防接種
午前 お 問 い 合 わ せ く だ さ い －

夕診 － － － お問い合わせください －

生協在宅サービスセンター
営業時間：平日 8:30 ～ 17:00（土曜日は 12:30）

奄美中央病院：☎ 0997-54-4443
せ と う ち：☎ 0997-72-2822
と く の し ま：☎ 0997-81-2755

介護に関するご相談にケアマネージャーがお受けします。

生協ヘルパーステーション
営業時間：平日 8:30 ～ 17:00（土曜日は 12:30）

あ ま み：☎ 0997-57-7373
せ と う ち：☎ 0997-72-3567
とくのしま：☎ 0997-85-3884

生協訪問看護ステーション
営業時間：平日 9:00 ～ 17:30（土曜日は 13:00）

あ  ま  み：☎ 0997-57-7171
ｻﾃﾗｲﾄ せ と う ち：☎ 0997-72-2985
ｻﾃﾗｲﾄ あ ま ぎ：☎ 0997-81-2755

介護老人保健施設せとうち・　　　　   
　　　　　　 通所リハビリテーション
●入所：「要介護１～５」の方
●通所・短期入所：「要支援１～２」と「要介護１～５」の方
○入所：
　繰り返し利用もできます。1 ヶ月から半年を目安に
　生活リハビリを受けられます。
○短期入所（ショートステイ）：
　家庭での介護が一般的に出来ないときに利用できます。
○通所リハビリ（デイケア）：
　１日６～ 7 時間を基準にサービスを受けられます。
　短時間利用もできます。
○訪問リハビリ：  
　自宅でリハビリテーションを受けられます。

介護に関するお困りごと等、お気軽に支援相談員まで
お尋ねください。　　　　　　　☎ 0997-73-1155

月 火 水 木 金 土

午前
診療

受付
7:30 ～ 12:00

診療
8:45 ～ 12:30

一般
外来 ○ ○  ○ ○ ○ ○

専門
外来 － － ①週 小児科 ②④週

糖尿病外来

②週 循環器
③週 呼吸器
④週 消化器

③週 呼吸器

訪問
診療 14:00 ～ 17:00 ○ ②④週のみ ①③週のみ ①③週のみ － －

午後
診療

受付 17:30 まで
診療 17:00 ～

一般
外来 －

17:00 ～

〇 －
17:00 ～

〇 －
午後休診

受付 17:30 まで
診療 14:00 ～

専門
外来 － ①週 小児科 －  ④週

 消化器
②週 循環器
③週 呼吸器

小児科予防接種
（受付は 17:00 まで）

午前 ○ ○ ○ ○ ○ －

午後 － お問い合わせ
ください － お問い合わせ

ください － －
 ■午後診療は、火曜日・木曜日のみ午後５時～。 ■日曜日の終日、月曜日・水曜日・金曜日の午後は、休診です。

■第４週木曜日、第２・３金曜日の午後は専門外来のみの診療となります。

※日曜は第 1 診察室にて午前のみの診療となります。
※小児科の予防接種は木曜・金曜の午後となります（予約制）。☎ 0997-52-6565



お 元 気 で す か（5） 2023 年 4 月 1 日発行 4 月号  No.208

事
業
所
だ
よ
り

奄
美
中
央
病
院

介
護
老
人
保
健
施
設
せ
と
う
ち

【
中
学
生
の
職
業
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】

　

２
月
21
日（
火
）
奄
美
中
央
病

院
で
は
、
小
宿
中
学
校
か
ら
２
年

生
４
名
の
参
加
で
、
職
業
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
企
画
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
働
く
う
え
で
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
、
働
く
こ
と
で
の
苦
労
や

喜
び
、
勉
強
の
仕
方
な
ど
予
定
の

時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
の
有
意
義
な

取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。
学
生

の
皆
さ
ん
が
将
来
の
生
き
方
を
考

え
る
貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。

徳
之
島
診
療
所

本
部
　
地
域
支
援
部

【
全
職
員
会
議
で
23
年
度
事
業
所
方
針
案
を
協
議
】

　

２
月
８
日
と
22
日
の
２
日
間
に
か
け
て
、
23
年

度
方
針
案
に
対
す
る
検
討
を
区
内
事
業
所
も
対
象

に
全
職
員
会
議
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
具
体
的

実
践
的
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
継
承
、
職
員
が
主

体
的
か
か
わ
る
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
幅
広
い

内
容
で
の
検
討
会
と
な
り
ま
し
た
。
２
日
間
合
計

31
名
の
職
員
が
参
加
し
意
見
交
換
を
行
い
今
後
に

つ
な
が
る
建
設
的
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
議
を
通
じ
て
職
員
の
共
通
認
識
と
し
て
以
下

確
認
し
ま
し
た
。

▼
事
業
継
続
と
経
営
改
善
、
黒
字
化
を
一
致
団
結

　

し
て
取
り
組
む

▼
各
部
門
事
業
目
標（
予
算
）を
や
り
き
る
こ
と
が

　

事
業
を
前
進
さ
せ
る
重
点
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
【
２
０
２
２
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
合
員
交
流
集
会
が
開
催
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
15
日（
水
）～
21
日（
木
）に
か

　
　
　
　
　
　
　
　

け
て
３
区
で
組
合
員
交
流
集
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

交
流
会
の
前
半
は
リ
ハ
ビ
リ
職
員
を

　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
に
「
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
」
を
体
験
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　

後
半
は
「
２
０
２
２
年
度
締
め
く
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　

月
間
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、
各
区

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
所
よ
り
方
針
案
と
各
支
部
よ
り
四

　
　
　
　
　
　
　
　

課
題
の
残
課
題
や
支
部
企
画
取
り
組
み

　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
意
見

　
　
　
　
　
　
　
　

交
換
で
は
、
共
通
課
題
で
あ
る
「
担
い

　
　
　
　
　
　
　
　

手
作
り
」
や
若
い
世
代
へ
の
組
合
員
加

　
　
　
　
　
　
　
　

入
拡
大
に
む
け
て
の
企
画
、
班
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
の
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
祐
名
専
務
よ
り
２
０
２
３
年
度
の
組
合
員
活
動

方
針
や
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
終
了
と
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
、

・
北
大
島
区　
　
　

２
／
15
（
組
合
員
14
名
、
職
員
５
名
）

・
徳
之
島
以
南
区　

２
／
16
（
組
合
員
11
名
、
職
員
４
名
）

・
南
大
島
区　
　
　

２
／
21
（
組
合
員
11
名
、
職
員
３
名
）

【
満
開
の
桜
に
笑
み
】

　

２
月
７
日（
火
）と
翌
８
日（
水
）

に
か
け
、
老
人
介
護
保
健
施
設
せ
と

う
ち
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
季
節
を
感
じ
る
企

画
も
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
今
回
入
所
者
を
対
象
に
高
知
山

公
園
へ
お
花
見
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し

ま
し
た
。
２
日
間
９
名
の
利
用
者
様

が
参
加
し
、
満
開
の
桜
に
笑
顔
で

「
来
ら
れ
て
よ
か
っ
た
ね
」「
ま
た
来

た
い
ね
」
な
ど
話
さ
れ
皆
満
足
そ
う

で
し
た
。

介護疲れの際はご利用ください。　要支援１～要介護５の短期お預かりができます。    老健せとうち     ☎ 0997-73-1155

※コグニサイズとは、運動と認知
　課題（計算、しりとりなど）を
　組み合わせた、認知症予防を目
　的とした取り組みの総称です。
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各事業所利用者の意見と対応
　

２
ケ
月
に
一
度
地
域
組
合
員
と
職
員
で
構
成
し

た
メ
ン
バ
ー
で
院
所
利
用
委
員
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
主
な
役
割
は
「
虹
の
意
見
箱
」
に
出
さ
れ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
と
内
容
の
確
認
、
地
域
組

合
員
よ
り
出
さ
れ
た
意
見
を
元
に
利
用
し
や
す
い

病
院
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
ま
す
。
直
近
で
は
入

院
さ
れ
た
方
か
ら
タ
オ
ル
類
の
貸
出
し
に
つ
い
て

意
見
が
出
さ
れ
、
病
棟
運
営
会
議
が
中
心
と
な
り

協
議
を
重
ね
こ
の
春
よ
り
導
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
是
非
皆
様
の
お
声
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

院
所
利
用
委
員
会
を
、隣
接
の
組
合
員
の
家
で
の「
組

合
員
さ
ん
の
企
画
」
に
合
わ
せ
組
合
員
さ
ん
参
加
で
開

催
し
て
い
ま
す
。
班
会
や
、
支
部
運
営
委
員
会
で
出
さ

れ
た
意
見
、
要
望
、
苦
情
な
ど
の
情
報
を
出
し
合
い
、

診
療
所
に
設
置
さ
れ
た
虹
の
意
見
箱
に
投
稿
さ
れ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
（
患
者
、
利
用
者
か
ら
の
意
見
）
も
含
め
、

内
容
の
確
認
と
対
応
の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
検
討
さ
れ
た
、
意
見
に
対
す
る
対
応
を
み
ん
な
で
取

り
組
み
利
用
し
や
す
い
診
療
所
づ
く
り
、
職
員
教
育
に

活
か
し
て
い
ま
す
。

　

患
者
様
か
ら
の
声
を
聞
い
て
診
療
所
の
運
営
改
善
に

活
か
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
虹
の
意
見
箱
へ

の
投
書
に
至
ら
な
い
患
者
様
の
つ
ぶ
や
き
も
運
営
改
善

の
た
め
の
大
切
な
情
報
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
患
者
様
か
ら
の
声
や
要
望
を
聞
い
た
全
て

の
部
門
の
職
員
は
共
通
の
報
告
フ
ォ
ー
ム
を
用
い
て
毎

月
の
南
診
全
体
会
・
管
理
部
会
へ
報
告
し
ま
す
。
管
理

部
会
で
報
告
内
容
を
確
認
し
た
の
ち
「
患
者
様
か
ら
い

た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
へ
の
回
答
」
を
作
成
し
て

待
合
室
に
貼
り
出
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
「
南
診
は
主
治

医
制
で
す
か
？
」「
血
圧
や
体
重
な
ど
の
測
定
結
果
は

大
き
な
声
で
言
わ
な
い
で
ほ
し
い
」
な
ど
の
ご
意
見
を

い
た
だ
い
て
改
善
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も≪

か
か
り
や
す
い
・
相
談
し
や
す
い
診

療
所≫

を
め
ざ
し
ま
す
。

➡

奄
美
中
央
病
院

南
大
島
診
療
所

徳
之
島
診
療
所

外来受付に
設置している
「虹の意見箱」
病棟にもあります
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お元気ですかの感想・ご意見、皆さんの近況など募集しています。医療生協本部までお寄せ下さい。 ☎ 0997-52-0585

　フレイルとは「年齢と共に身体が衰え、介護が必要になりやすい

状態」を表した言葉であり、オーラルフレイルは「年齢と共に口や

喉の機能にささいな衰えが生じること」を表します。このフレイル

の特徴は、フレイルになっても正しい対策をすることで、フレイル

から脱することが可能なことにあります。またフレイルになってし

まう前段階で正しく予防ができれば、健康寿命を延長させることも

可能です。

　フレイルは、悪循環に陥る前に適切な対策や予防を行うことが重要です。例えば、疲れやす

くなり身体を動かす機会が減ると、筋力が減り、歩く速度が遅くなって、さらなる活動量の減

少や食欲の低下が生じます。活動量が減少することで閉じこもりがちになり、社会交流が少な

くなると認知機能も低下します。このような悪循環を、フレイルサイクルと呼びます。このフ

レイルサイクルを断ち切るには、体を鍛えるだけでなく、外出して様々な刺激を受けたり、社

会参加を積極的に行ったりすることも重要です。

　フレイル対策、予防には運動、食事、社会参加という 3 要素が不可欠です。

　運動は、筋に抵抗を与える筋力トレーニングが最も効果的

とされています。取り組みやすい方法としては「椅子からゆっ

くり立ちあがり、ゆっくり座る」ことを繰り返します。ゆっ

くりの目安は約 4 秒間、回数は 1 回 10 － 50 回、足の疲れ

に合わせて行うことが大切です。多く行うことが良いわけで

はないため、足の疲れや膝の調子と相談しながら行ってくだ

さい。

　食事は、たんぱく質を多く摂取することが大切です。しかし運動と合わせて摂取することで

効果が発揮されるため、運動をせずたんぱく質ばかり摂取しても意味はありません。とくに朝

食で十分なたんぱく質を摂取することが良いとされています。

　社会参加に関しては、コロナ禍で外出頻度も減少しやすい時期ですが、ぜひ医療生協の組合

員活動に積極的に参加していただき、社会とのつながりを持っていただくことが大切です。「歳

だから仕方がない」と思われやすいフレイルです

が、皆で力を合わせてしっかり対策、予防を行い、

健康寿命を延長させましょう！

フレイル・オーラルフレイル
予防について

奄美中央病院リハビリ　小林　祥子（作業療法士）
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参考：東京新聞、村上一樹氏（政治部）記事から 

 

Ｎｏ.3２ 

つ
い
で
に 

組
合
員
活
動
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ

達
成
に 

防
衛
費
増
額
に
つ
い
て
考
え
る 

岸
田
首
相
は
与
党
の
提
言
を
う
け 

教
育
に
使
っ
た
ら
（ 

試
算
） 

 
５兆円以上 

「 

相
当
な
増
額
」
を
表
明
し
た
。 

提
言
で
は
、国
内
総
生
産
（ 

Ｇ
Ｄ
Ｐ
） 

２
％
以
上
と
し
て
い
る
。
増
額
に
は 

５
兆
円
規
模
の
予
算
が
必
要
に
な
る
。 

増額するぞ！ 

５
兆
円
あ
っ
た
ら
何
が
で
き
る
？ 

大
学
の
授
業
料
無
償
化 

（ 

年
１
兆
８
千
億
円
）で
可
能 

児
童
手
当
の
支
給
対
象
を
現
在
の 

中
学
３
年
か
ら
高
校
３
年
に
延
長
、 

所
得
制
限
も
撤
廃
（ 

１
兆
円
） 

小
中
学
校
の
給
食
無
償
化 

（ 

年
４
３
８
６
億
円
）が
実
現
で
き
る 

５
兆
円
あ
っ
た
ら
何
が
で
き
る
？ 

物
価
高
で
生
活
の
深
刻
な
困
窮
に
苦 

月
１
万
、年
１
２
万
円
上
乗
せ
で
き
る 

し
む
年
金
生
活
者
４
０
５
１
万
人
に 

（ 

４
兆
８
６
１
２
億
円
） 

年
金
を
増
や
す
（ 

試
算
） 

医
療
・・自
己
負
担
ゼ
ロ
に
（ 

試
算
） 

公
的
保
険
医
療
の
自
己
負
担 

（ 

１
～
３
割
）を
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
で
き
る 

消
費
税
率
の
引
き
下
げ
（ 

試
算
） 

５
兆
円
あ
っ
た
ら
何
が
で
き
る
？ 

現
在
の
１
０
％
の
税
率
か
ら
、８
％
に 

（ 

５
兆
１
８
３
７
億
円
） 

引
き
下
げ 

（ 

４
兆
３
１
４
６
億
円
） 

５
兆
円
は
国
民
の
暮
ら
し
を
つ
ぶ
す 

仮
に
５
兆
円
を
医
療
費
負
担
で
賄
う 

と
し
た
ら
現
役
世
代
は
３
割
負
担
が 

６
割
負
担
と
な
る 

 

武器で 

平和は 

つくれん！ 

 

教育関連は 

３つ同時に 

実現できる！ 

 

多くの国民が

が 

救える 
多くの命が 

助かる 

 

みんなの 

楽になる 

生活が 

ゆいちゃんがいく     
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読者だより
・このお元気ですかクイズは知っているつもりの知識の確認
　ができ good です。　　　　　　　　　（龍郷町 R. I さん）
・先日、大和支部の交流会にて桜を見に行くことができとて
　も良かったです。ゲームも楽しかったです。元気をもらえ
　ました。ありがとうございます。　　　　　（大和村 T. H）
・法律や社会保障制度を分かりやすく読みやすく編集されて
　いて、今回も医療生協の精神を感じることができました。
　各地域での活動もしれて良かったです。　　（大和村 S. A）
・ 2 月 9 日大和支部の桜を見る会に参加して、桜を満喫し
　昼食後、大村さんの指導でゲームをし、久し振り皆で大笑
　いし、楽しい一日でした。有難うございました。

（大和村 K. O）
・私はゆいちゃんがいくの 4 コママンガが大好きです。そ
　して助け合いの缶バッチもかわいくてたまらずよく身に付
　けて活動しています。　　　　　　　　　　（笠利町 K. M）
・各地区での話題を楽しみに見ています。　（瀬戸内町 K. H）

“お元気ですか”クイズ
紙面のどこかに答えがあるよ～＼(^o^)／

①２月５日に徳北支部の花見会が開催された会場は？　　　
　「◯◯神社」

②傷病手当が支給されるのは何日以降仕事につけなかった時か？
　「◯日以降仕事につけなかった日に対し支給」

③傷病手当の待機期間は？「連続して◯日間」

④岸田首相が防衛費増額を表明した額は？「◯◯円以上」

⑤オーラルフレイルは、年齢と共に何の機能に衰えが生じる
　こと表していますか？「◯◯◯の機能」

※当選者はお元気ですか 2023 年 6月号でお知らせいたします。

※ご記入いただいた個人情報は、本アンケートに関わる目的にのみ使用し、
　他の目的には使用いたしません。

※いただいた感想を掲載する事があります。予めご了承ください。

下記の宛先に、クイズのこたえを書いてご応募ください。

《応募方法》
①クイズの答え　②お元気ですかの感想、ご意見近況など　③郵便番号・住所
④氏名　をハガキまたはメールに記載の上お送りください。

正解者の中から抽選で５名 の方に図書カードをプレゼントします。

《宛て先》〒894-0036　奄美市名瀬長浜町8-7　生協会館２階
　　　　　奄美医療生協　お元気ですかクイズ係
《メール》 honbu@amami-hca.sakura.ne.jp
　　　　　※今回からメールアドレスが変わっています。
●締め切りは 2023 年4月30日（当日消印有効）

〈２月号当選者〉平瀬タエさん/浜田浩二さん/伊勢るりさん/大崎一恵さん/

村田和子さんの５名でした。ご当選おめでとうございます。

理事会だより

１、通知事項
　①組織・社保活動報告
　②２０２２年１０月の経営報告
２、報告承認事項
　①第４５期第６回理事会議事録の承認
　　第１０回常務理事会報告

第７回法人理事会が開催され次の事項が
議決されました。

　②２０２２年秋の生協強化月間四課題目標の到達に
　　ついて
３、協議議決事項
　①職員の懲戒解雇について
　②２０２３年度活動方針・事業計画・予算基調の
　　作成について
　③福祉医療機構借入内定の確認及び契約処理について
４、その他の事項
　①２０２２年１２月～２０２３年２月日程の確認


